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学校便り １１月号

10月20日は，子どもた 11/11 は学習発表会でし
平成２９年１１月１５日発行 ちが楽しみにしていた一 た。どの学年も，これまで

日遠足でした。あいにく の学習の成果を，精一杯発
の雨で，雨天計画に変更 表していました。
となった学年もありまし
たが，それぞれ楽しい思
い出ができたようです。
１・２年生は串良町体

育館で，体を思いっきり
「NASA より宇宙に近い町工場」の著者で 動かして遊びました。３

ある植松努氏の話を聞く機会がありましたの 年生はＪＲを利用して，
で，ご紹介します。 勿体の森運動公園に行き
植松氏は，北海道の小さなリサイクル関連 ました。４年生は，そお

の会社を経営しながら，その従業員と北海道 リサイクルセンターを見
大学の教授と共に，ロケットや人工衛星の研 学した後，学校遠足を行
究開発を行っており，今では，NASA から次 いました。６年生は，学
世代スペースシャトルの研究開発を委託され 校遠足でしたが，午後，
ているアメリカの会社と共同研究を行うほどに成長してきて 埋蔵文化財センターに見
いるそうです。 学に行きました。

なぜ，北海道の小さな町工場で宇宙ロケット開発をしてい
るのでしょうか。それは，「どうせ無理」という言葉をこの
世からなくしたいからだと言います。 10月 26 日，4 年生が香 11/13 男女共同参画学
植松氏は，「誰もが一度は憧れる宇宙ですが，簡単に行く 月校区の生きがい大学の びの広場推進事業の講師

ことができないので，諦めてしまいがちです。多くの人が諦 方々と，グラウンドゴル をお招きして，ワークシ
めてしまう夢を『そんなことないよ！』と言って実現できれ フを一緒に楽しみました。 ョップを開催しました。
ば，諦めない人が一人でも増えるのではないかと僕は思って 子どもたちが思うよう 思いやりの心から出る「わ
います。『北海道の田舎で宇宙開発をやってるんだから，こ に球が打てずにいる横で， たしメッセージ」の大切
れくらいのことはできるんじゃないの』と思う人が増えてく 生きがい大学の方々は快 さと使い方を学びました。
れたら，世の中が少し良くなるんじゃないか」と期待してい 音を発し，ラウンドして
るんだそうです。 いました。ゲームをしな
また，子どもに向けては，「好きなことが仕事になるから， がら，球の打ち方や目標

夢はたくさんあった方がいいです。憧れが努力を生みます。 の見方など丁寧に教えて
諦めないで工夫をし続けることが大切です。」と。 いただきました。 11/14 3~6 年生を対象
さらに，「『伝記』を読むことで，社会の発展に尽くした 朝早い時間から準備を に，講師をお招きして，

偉人の苦悩や努力が分かります。偉人の生き様を学び，自分 していただき，優しく教 安全教室を開催しました。
を奮い立たせ，自分のもっている無限の可能性を最大限に発 えていただきました。 個人情報の保護，適正
揮して欲しいです。」と，伝記を読むことを薦めておられま ありがとうございまし なアプリケーションの使
した。 た。 い方，ネット依存の怖さ
人間は，植松氏の言う夢を諦めず，とことん最後まで努力 など，学ぶことができま

し，道を切り開いていくチャレンジ精神を，潜在的にもって した。便利なスマホ（ケ
いるはずです。ですから，子どもたちには，いろいろな体験 ータイ）ですが，使い方
活動をさせ，その中で，失敗したり負けたりした時の悔しさ について考えたいですね。
や残念さ。成功したときのうれしさや感動，活動過程での苦 11 月１日，地震が発生。その後，津波が来るとの想定
しさや忍耐力，体力，創意工夫，協力強調，思いやりの心等 で，市の避難訓練に全校児童参加しました。学校から町 【１１～1２月の行事予定】
を豊かに培ってもらいたいと思います。 原の高台まで，急ぎ足で 1１月

歩いて避難しました。急 １７日(金) ５年生社会科見学
紅葉が始まり，読書に適した時期です。テレビを見ない， な坂は子どもたちも大変 １９日(日) PTAバザー・校区文化祭

ゲームをしない時間や日を設けたりすることで，読書を楽し そうでしたが，「おかし ２０日～２６日 家庭学習強調週間
むひとときができそうです。そうして，読書 も」を守りながら整然と ２３日(木) 勤労感謝の日 志の福祉・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ大会
を通した家族の団らんも増えていきます。き 避難することができまし
っとその中で，夢についても話題になるので た。 1２月
はないでしょうか。小さいときに抱いた憧れ 市の担当者の方からも １日(金) 授業参観・学級 PTA
をたくさんもたせることが，植松さんの言わ 早く整然と避難ができた， ２２日(日) 第2学期終業式
れる「諦めない」という子どもの生きるエネ とお褒めのことばをいた ２３日～１月８日 冬休み
ルギーになっていくのではないでしょうか。 だきました。命を守る学習に，真剣に取り組むことがで

きました。

「どうせ無理」という言葉をこの世からなく
したい ～植松 努の話～

校 長 桑水流 洋一


